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今
金
町
表
彰
条
例
に
基
づ

善
行
者
を
表
彰

今

金

町

表

彰

条

例

に

基

づ

い

た

表

彰

式

が
川
月

6

日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
行
わ
れ
、
新
井
マ
サ
子
さ

ん
、
奥
井
忠
男
さ
ん
、
境
田

藤

太

さ

ん

、

杉

林

正

光

さ

ん
、
今
金
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
本
部
、
い
ま
か
ね
雪
ま
つ

り

実
行

委

員

会

の

4
個

人

2
団

体

が

善

行

表

彰

さ

れ

ま
し
た
。

今
金
町
表
彰
条
例
は
、
町

の
政
治
、
経
済
、
文
化
、
社

会
、
そ
の
他
各
般
に
わ
た
っ

て
町
の
振
興
に
寄
与
し
、
大

勢

の

方

々

か

ら

模

範

と

認

め

ら

れ

る
行

為

が

あ

っ

た

個

人

や

団

体

に

対

し

行

っ

て
い
る
も
の
で
す
。

平
成
日
年
度

文
化
に
貢
献

.、

写真左から、境田藤太さん、杉林正光さん、奥井忠男さん、新井マサ子さん、いまかね雪まつり実

行委員会(第20回の実行委員畏 水野進さん)、今金スポーツ1，、年団本部(副本部長 ・永井章さん)

• 

平
成
何
年
度
今
金
町
文
化
協
会
表
彰
授
与
式
が
け
月
2
日、

館
で
行
わ
れ
7
名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
金
町
文
化
協
会
が
長
年
に
わ
た
り
芸
術
文
化
に
功
績
を
残

さ
れ
た
方
、
振
興
に
努
め
ら
れ
た
方
、
一
年
間
を
通
じ
活
躍
さ
れ
た
方
に

対
し
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
、
毎
年
、
今
金
町
総
合
文
化
祭
の
開
会
式
に

お
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

総
合
体
育

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
2
年
よ
り
今
金
町
文
化
協
会
副

会
長
を
務
め
ら
れ
、
総
合
文
化
祭

運
営
、
文
化
協
会
主
催
コ
ン
サ
ー

ト
事
業
運
営
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
な
ど
、
本
町
の
文
化
団
体
の

普
及
、
育
成
に
多
大
な
る
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
見
年
、
北
部
拾
山
音
楽
協

会
今
金
支
部
設
立
に
ご
尽
力
さ

れ
、
翌
M
年
、
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
来
町
公
演
に
も

村
上

雅
秋
さん
(
臼
歳
)

久

保

田

勝
さ
弘
前
歳
)

昭
和
問
年
よ
り
今
金
民
謡
研
友

会

(
前
今
金
民
議
会
)
の
事
務
局

長
兼
会
計
を
同
年
間
努
め
ら
れ
、

昭
和

ω年
よ
り
総
合
文
化
祭
芸
能

部
長
を
8
年
間
、
昭
和
郎
年
よ
り

文
化
協
会
事
務
局
長
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
民
謡
連

盟
公
謡
民
謡
3
段
を
取
得
し
、
民

日附
研
友
会
の
運
営
に
お
い
て
も
社

会
福
祉
施
設
等
の
慰
問
に
協
力
す

る
な
ど
所
属
団
体
の
発
展
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

写真上 左から笠原幸子さん、六槍昭子さん

写真下 左から故青木隆さんの娘さん、久保田勝さん、

星加晴江さん。

故
・
青
木
隆
さ
ん
(
享
年
制
歳
)

昭
和
将
年
、
国
家
試
験
に
お
い

て
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
師
の
資
格

新
井
マ
サ
子
さ

ん
(
印
歳
)

昭
和
協
年
4
月
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
却
年
聞
に
わ
た
り
、
交
通

安
全
指
導
員
と
し
て
交
通
安
全
意

識
の
普
及
啓
発
に
努
め
、
交
通
安

全
の
推
進
と
事
故
防
止
に
貨
献
さ

れ
ま
し
た
。

奥
井

忠

男
さん
(
市
歳
)

昭
和
お
年
9
月
か
ら
成
業
改
良

普
及
員
と
し
て
、
更
に
は
昭
和
問

年
4
月
か
ら
J

A
今
金
町
嘱
託
職

員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
、
本

町
に
適
し
た
段
作
物
の
改
良
と
普

及
定
着
化
に
努
め
、
本
町
農
業
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

境
田

藤
太
さん
(
印
凶
歳
)

昭
和
灯
年
4
月
か
ら
今
金
町
内
崎

業
協
同
組
合
理
事
と
し
て
、
更
に

は
平
成
8
年
3
月
か
ら
は
代
表
現

事
組
合
長
と
し
て
、
長
年
に
わ
た

り
基
幹
産
業
と
し
て
の
政
業
の
振

興
発
展
と
経
営
の
安
定
確
立
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

e 
を
取
得
以
来
、
平
成
7
年
に
は
今

金
ハ
ム
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
な
り
新

入
会
員
に
対
し
て
技
術
商
、
運
用

マ
ナ
l
等
を
積
極
的
に
指
導
さ
れ

会
員
か
ら
全
幅
の
信
頼
を
得
て
お

り
ま
し
た
。
ま
た
、
無
線
技
術
を

山
岳
迎
難
救
助
活
動
、
非
常
無
線

通
信
訓
練
等
に
生
か
す
な
ど
本
町

の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

六

倫

昭

子
さん
(
M
歳
)

平
成
8
年
、
今
金
書
道
愛
好
会

に
入
会
以
来
、
自
己
の
技
術
の
向

上
と
所
属
団
体
の
運
営
に
努
力
さ

れ
、
今
年
4
月
、
北
海
道
鴎
臨
嘗

道
会
に
入
会
。
今
年
3
月
東
京
都

で
行
わ
れ
た
創
玄
展
(
後
援
マ
文

化
庁
・
毎
日
新
聞
)

二
科
、
漢
字

の
部
に
て
入
賞
す
る
な
ど
他
の
模

範
と
な
り
、
誠
に
大
き
な
功
績
で

あ
り
ま
す
。

笠

原

幸

子
さん
(
伯
歳
)

平
成
5
年
、
今
金
書
道
愛
好
会

に
入
会
以
来
、
自
己
の
技
術
の
向

上
と
所
属
団
体
の
運
営
に
努
力
さ

れ
、
今
年
4
月
、
北
海
道
鴎
臨
書

道
会
に
入
会
。
ま
た
、
平
成
8
年

か
ら
は
総
合
文
化
祭
実
行
委
員
と

し
て
も
ご
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
年
3
月
東
京
都
で
行
わ
れ

o 

杉
林

正
光
さ
ん
(
的
歳
)

昭
和
問
年
4
月
か
ら
現
在
ま
で

初
年
間
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
指

導
員
と
し
て
、
率
先
し
て
交
通
安

全
意
識
の
普
及
啓
発
に
努
め
、
交

通
安
全
の
推
進
と
事
故
防
止
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

今
金
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
本
部

(本
部
長
・
潰
田
直
行
)

昭
和
特
年
4
月
の
設
立
以
来
現

在
に
至
る
ま
で
泣
年
聞
に
わ
た

り
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育

成
を
図
り
、
青
少
年
期
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
の
娠
興
と
健
全
育
成
に

寄
与
さ
れ
、
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
か
ね
雪
ま
つ
り

実
行
委
員
会

(
第
初
回
実
行
委
員
長
・
水
野
進
)

昭
和
問
年
目
月
に
設
立
以
来
現

在
に
至
る
ま
で
、
初
年
間
に
わ
た

り
、
冬
季
聞
の
屋
外
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
運
営
と
町
民
の
交
涜
機
会
の

拡
大
に
寄
与
さ
れ
、
克
雲
・
利
雪
・

親
雪
意
識
の
啓
発
と
地
域
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

た
創
玄
展
(
後
援
マ
文
化
庁

・
毎

日
新
聞
)

二
科
、
漢
字
の
部
に
て

入
賞
す
る
な
ど
他
の
模
範
と
な

り
、
誠
に
大
き
な
功
績
で
あ
り
ま

す
。

星
加

晴

江

さん

a歳
)

平
成
2
年
、
北
陽
画
会
に
入
会
。

同
年
7
月
、
道
南
美
術
協
会
展
に

初
出
品
し
入
選
を
果
た
し
ま
し

た
。
北
陽
画
会
以
外
に
、
ち
ぎ
り

絵
愛
好
会
、
書
道
愛
好
会
、
琴
鈴

会
に
所
属
し
創
作
活
動
や
演
奏
活

動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
何
年
度
全
道
シ
ル
バ
ー
作
品

展
絵
画
の
部
で
は
北
海
道
知
事
貨

を
受
賞
す
る
な
ど
同
世
代
に
大
き

な
励
み
を
与
え
た
功
績
は
誠
に
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

松
永
さ
ゆ
り
さん
五
歳
)

昭
和
凶
年
、
北
陽
画
会
絵
画
教

室
に
入
会
。
平
成
4
年
、
有
島
武

郎
青
少
年
絵
画
展
に
て
入
選
。
平

成
5
年
、
今
金
町
小
・
中
学
生
絵

画
書
道
展
絵
画
の
部
に
て
町
長
賞

を
受
口
。
今
年
、
イ
タ
リ
ア
で
の

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
、
「
フ
エ
ス
タ

デ
ッ
ラ
プ
リ
マ
ヴ
ェ

l
ラ
展
」

「
プ
レ
ミ
オ
イ
ン
テ
ル
ナ
ツ
イ

オ
レ

l
ナ
展
」
に
て
入
賞
す
る
な

ど
誠
に
大
き
な
功
績
で
あ
り
、
現

在
も
イ
タ
リ
ア
で
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

e 
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合
併
問
題
に
関
心
高
ま
る

地
区
懇
談
会
で
多
く
の
意
見

町
村
合
併、

町
づ
く
り、

地
域
の
小
学
校
の
こ
と
、
今
金
町
の
将
来
な

ど
に
つ
い

て
の
地
区
懇
談
会
が
自
治
会
連
合
会
の
協
力
で
叩
月
何
日
か
ら

初
日
に
か
け
6
会
場
で
7
回
開
催
さ
れ
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
に
は
、
町
長
を
始
め
、
助
役
、
教
育
長
、
各
課
長
が
出
席
し、

意
見
や
質
疑
に
対
し
て
回
答
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ど
の
地
区
も
合
併
に
対

す
る
意
見
が
多
く
、
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

期 日 4z2=与z I墨 名 参加者

10月20巴(月)
花石生活改善センター

午後了時~
22名

22日体)
種川構造改善センター

午後了時~
52名

25日同
合金町民センター

午後 1時~
30名

25日同
今金町民センター

午後了時~
31名

27日(11)
八束生活改善センター

午後 了時~
16名

28日(火j
金原基幹集落センター

午後了時~
21名

30日(村
神丘構造改善センター

午後了時~
11名

地区懇談会参加状況
開
聞
困
圃
困

合
併
し
て
も
し
な
く
て
も
交
付

税
は
減
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
自
分

た
ち
の
努
力
で
何
が
で
き
る
か
を

考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

努
力
し
だ
い
で
単
独
で
や
っ
て
い

け
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
方
向
も

考
え
て
行
け
ば
良
い
。

そ
し
て
、
単
独
で
ど
う
に
も
な

ら
な
く
な
っ
た
時
は
ど
こ
か
の
ま

ち
に
拾
っ
て
も
ら
う
と
い
う
方
法

も
あ
る
。

同
岡
川
凶
日

今
は
ま
だ
今
金
町
に
対
し
て

「
合
併
し
な
い
か
」
と
他
の
町
か
ら

声
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

果
た
し
て
同
年
後
も
そ
う
い
う
状

況
で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

悶
閏
困
問
困

ど
う
せ
合
併
す
る
な
ら
市
に

な
っ
た
方
が
良
い
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
。
北
渡
島
で
の
合
併
は
そ

の
要
件
を
満
た
す
。

ま
た
は
い
っ
そ
の
こ
と
北
渡
鳥

と
北
部
4
町
を
合
わ
せ
て

8
町
で

の
合
併
も
あ
る
と
思
う
。

市
に
な
る
と
何
が
違
う
の
か
。

悶
岡
ハ
圃

市
に
な
る
と
議
員
定
数
が
変

計 183名a・;・

わ
っ
た
り
、
福
祉
事
務
所
や
保
健

所
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
に
な
る
と
何
が
い
い
の
か
ま

だ
判
ら
な
い
の
で
も
う
少
し
勉
強

し
た
い
。

開
聞
困
問
回

議
員
定
数
が
多
い
と
い
う
町
民

の
声
も
あ
る
。
北
部
4
町
の
合
併

の
場
合
、
庁
舎
の
位
置
は
北
槍
山

に
な
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
こ

の
資
料
を
見
た
中
で
は
疑
問
が
残

る。
今
金
町
に
必
要
な
こ
と
は
今
金

に
な
い
新
た
な
産
業
を
興
し
、
そ

れ
を
活
用
し
た
町
づ
く
り
を
す
る

こ
と
だ
と
思
う
。
そ
う
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
町
が
刊
年
以
上
持
つ
か

も
し
れ
な
い
。

同
圃
い
凶
E

協
議
会
の
中
で
は
「
槍
山
北
部

と
北
渡
島
の
ど
っ
ち
を
向
い
て
い

る
つ
」
と
言
わ
れ
る
が
町
長
は
今

金
町
に
と
っ
て

一
番
良
い
道
を
選

択

し

た

い

川

け

と
い
う
考

え
を
持
っ

て
い
る
の

で
時
間
を

か
け
て
検

討
を
し
て

い
る
。

意
見

・
回
答

四
閏
困
問
困

合
併
問
題
に
つ
い
て
は
ど
ち
ら

の
町
と
合
併
す
る
か
、
単
独
か
、

い
ず
れ
判
断
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
田
?
っ
。

恰
山
北
部
で
合
併
し
て
も
、
何

年
か
後
に
は
ま
た
合
併
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
状
況
に
な
る
だ
ろ
う
。

で
あ
れ
ば
大
き
い
方
と
の
合
併
が

良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
我
々
も
判

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
町

民
の
代
表
で
あ
る
議
会
も
判
断
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
議

会
の
動
き
は
ど
ん
な
ふ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
?

同
岡
川
園
一

議
員
全
員
で
研
究
会
を
組
織
し

て
い
る
。

9
月
刊
日
に

3
回
目
を

開
催
し
た
。

岡
閏
困
問
困

支
庁
統
合
問
題
の
結
論
が
ま
だ

出
て
い
な
い
。
町
村
合
併
の
議
論

よ
り
そ
っ
ち
が
先
だ
と
思
う
。
仮

に
合
併
す
る
な
ら
檎
山
北
部
4
町

だ
ろ
う
と
思
う
。

そ
し
て
、
財
政
が
良
い
今
金
町

に
本
庁
舎
を
置
く
。
そ
の
方
向
で

進
め
て
ほ
し
い
。

問
団
ハ
凶
E

庁
舎
の
位
置
に
つ
い
て
は
今
後

の
協
議
会
の
中
で
も

一
番
の
論
点

と
思
わ
れ
る
。

間
閏
困
問
困

3
つ
の
選
択
肢
(
単
独
、
檎
山
、

北
渡
島
)
以
外
の
パ
タ
ー
ン
は
な

い
の
か
。

同
困
川
園

こ
れ
以
外
の
パ
タ
ー
ン
も
あ
り

得
る
、
支
庁
域
を
超
え
た
パ
タ
ー

ン
も
あ
る
。
北
海
道
内
で
支
庁
域

を
超
え
て
検
討
し
て
い
る
の
は
こ

の
地
域
だ
け
。

闘
閏
困
問
困

合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
た

ち
の
暮
ら
し
が
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
か
を
知
り
た
い
。

そ
れ
が
な
け
れ
ば
判
断
で
き
な

閥
閏
困
問
困

農
業
の
ま
ち
な
の
で
、
農
業
の

衰
退
が
ま
ち
の
衰
退
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
。
合
併
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
な
お
さ
ら
厳
し
く
な
る
と

思
う
。
農
業
に
対
す
る
町
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

問
団
川
国四

今
「
利
子
補
給
制
度
の
確
立
」

や
「
全
作
物
に
対
す
る
共
済
制
度

の
創
設
」
、
「
農
業
技
術
指
v
場
者
の

育
成
」
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を

考
え
て
い
る
。

今
は
農
業
の
ま
ち
だ
が
、
合
併

し
た
ら
漁
業
に
も
目
を
向
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
次
年
度
に
向
け

て
生
産
意
欲
が
出
る
よ
う
な
施
策

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

闘
閏
困
問
困

現
状
に
つ
い
て
は
資
料
で
わ
か

• • 
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困
川
園
田

広
域
連
合
を
認
め
て
も
ら
う
よ

う
な
要
望
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
認
め
て
も
ら
え
れ
ば
新
た

な
町
づ
く
り
の
可
能
性
も
広
が
る
。

間
関
圃
園
田

今
日
は
年
輩
の
参
加
者
が
多
い

が
、
本
当
は
若
い
人
が
こ
こ
に
来

て
意
見
を
言
う
よ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ

ダ
メ
だ
と
思
う
。
若
い
世
代
だ
け

を
集
め
て
懇
談
会
を
や
る
こ
と
は

な
い
の
で
す
か
。

同
四
川
凶
回

懇
談
会
は
こ
れ
ま
で
に
農
協
青

年
部
だ
と
か
商
工
会
だ
と
か
で
実

施
し
て
い
る
。

合
併
す
る
と
し
た
場
合
、

一
番

大
事
な
こ
と
は
ど
ん
な
条
件
闘
争

を
す
る
か
で
あ
る
。
町
と
し
て
決

断
す
る
前
に
町
民
の
声
を
聞
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

間
閤
幽
閉
困

農
協
の
合
併
を
見
て
も
わ
か
る

と
お
り
、
平
穏
な
合
併
は
あ
り
え

な
い
と
考
え
る
。

合
併
に
対
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
回

(1) 

る
が
、
で
は
実
際
に
合
併
し
た
ら

ど
う
な
る
、
合
併
し
な
か
っ
た
ら

こ
う
な
る
な
ど
の
具
体
的
な
資
料

が
な
い
の
で
な
か
な
か
判
断
で
き

な
し例

え
ば
合
併
し
た
ら
介
護
保
険

料
は
ど
う
な
る
の
か
な
ど
、
身
近

な
問
題
で
示
し
な
が
ら
資
料
提
供

を
お
願
い
し
た
い
。

間
岡
川
凶
E

通
常
、
サ
ー
ビ
ス
は
高
い
ま
ち

に
合
わ
せ
、
料
金
な
ど
の
負
担
は

低
い
ま
ち
に
合
わ
せ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
は
実

際
に
合
併
す
る
と
な
っ
た
と
き
に

具
体
的
な
協
議
が
行
わ
れ
る
だ
ろ

守つ。の
資
料

は
わ
か

り
に
く

い
と
恩

-つ。今
後
は

小
学
生

や
中
学

生
に
で
も
分
か
る
よ
う
な
資
料
を

作
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
槍
山

北
部
と
北
渡
島
と
両
方
向
じ
様
式

の
資
料
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
う
す
れ
ば
比
較
が
し
や
す

い
と
田
川
γ
つ。

ー

川

回

答

槍
山
北
部
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

あ
る
の
で
次
回
提
示
す
る
。
北
渡

島
の
資
料
に
つ
い
て
は
戦
略
会
議

で
の
資
料
な
の
で
こ
の
よ
う
な
様

式
に
な
っ
た
。
ご
意
見
は
次
回
資

料
を
作
る
際
の
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

間
闘
回
目

判
断
材
料
も
な
い
中
で
、
何
を

ど
う
考
え
た
ら
良
い
の
か
わ
か
ら

な
し合

併
特
例
法
の
期
限
内
に
合
併

"く

で
き
そ
う
な
の
か
。
農
協
や
商
工

フ

会
や
森
林
組
合
、
土
地
改
良
区
な

山

ど
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
て

い
¥
ノ

い
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
団
体
は
町

ι
州巳
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と
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
の
で
重

要
な
こ
と
だ
と
思
う
。

悶
岡
山
国

一
般
的
に
合
併
す
る
ま
で
は
幻

カ
月
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
も
う
間

に
合
わ
な
い
と
判
断
さ
れ
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
目
安
で
あ
る
。
団
体
に
は
合
併

に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
行
き
ま

し
ょ
う
と
投
げ
か
け
て
い
る
。

間
閏
回
開
困

槍
山
北
部
4
町
の
財
政
力
に
は

北
部
で
合

併
し
て
数

年
後
に
北

渡
島
で
合

併
す
る
と

い
う
方
法

は
ど
う
だ

ろ
う
か
。

将
来
、

子
ど
も
逮

が
い
い
夢
を
見
ら
れ
る
よ
う
な
町

づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。

今
金
町
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
っ
て
ま
と
め
て
行

っ
て
ほ
し
い
。

北
部
4
町
の
各
町
が
赤
字
の
病

院
を
抱
え
て
い
る
.
ー
つ
の
大
き

い
病
院
を
つ
く

っ
て
は
ど
う
か
。

病
院
さ
え
し

っ
か
り
し
て
い
れ

ば
、
田
舎
の
癒
し
を
求
め
て
他
の

地
域
か
ら
人
は
来
る
と
思
う
。

同
岡
川
園田

合
併
パ
タ
ー
ン
は
色
々
あ
る
の

で
そ
の
方
法
も
ま
た

i
つ
の
パ

タ
ー
ン
で
あ
る
。

病
院
問
題
に
つ
い
て
も
ど
こ
か

の
町
に
病
院
を
置
き
、
そ
の
他
の

町
は
診
療
所
に
す
る
と
い
う
考
え

方
も
あ
る
。

間
閤
困
問
回

我
々
に
意
見
を
求
め
ら
れ
で
も

色
々
な
意
見
を
持
つ
人
が
い
る
の

差
が
あ
る
。
そ
こ
に
力
を
入
れ
す

ぎ
て
議
論
す
れ
ば
合
併
は
う
ま
く

い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

悶
岡
ハ
凶日

確
か
に
財
政
商
を
考
え
る
と
他

山
北
部
で
の
合
併
は
難
し
い
と
考

え
る
方
も
い
る
。

し
か
し
、
檎
山
北
部
は
こ
れ
ま

で
の
様
々
な
関
わ
り
も
あ
る
の
で
、

色
々
な
閣
で
考
え
て
い
き
た
い
。

園
圃
園

奈
井
江
町
の
よ
う
な
住
民
投
票

を
今
金
で
行
う
と
、
住
民
は
中
身

が
あ
ま
り
判

っ
て
い
な
い
の
で

「合
併
反
対
」
で
投
じ
る
人
が
多
い

だ
ろ
う
。
今
金
は
住
民
投
開
討
を
行

う
予
定
は
あ
る
の
か
。

同
回
日
園

町
民
に
対
し
て
何
も
情
報
提
供

し
な
い
で
何
も
意
見
を
聞
か
な
い

で
住
民
投
架
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

地
制
調
の
答
申
に
も
注
視
し
て

い
る
。

一
部
事
務
組
合
や
広
域
連

合
を
行
い
な
が
ら
生
き
残
る
可
能

性
も
あ
る
。
合
併
か
単
独
か
結
論

を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。
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で
ま
と
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

だ
か
ら
、
町
と
し
て
方
針
を
示

し
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
町
民

は
そ
の
方
針
に
従
う
だ
ろ
う
。

町
の
財
政
を
す
べ
て
理
解
し
て

い
る
町
民
は
い
な
い
と
思
う
。
そ

の
よ
う
な
町
民
が
合
併
に
つ
い
て

判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は

な
い
か
。

岡
岡
ハ
凶回

合
併
に
つ
い
て
は
町
長
個
人
の

考
え
で
決
め
る
べ
き
で
は
な
い
。

多
く
の
町
民
の
意
見
を
聞
い
て
判

断
す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

よ
っ
て
、
懇
談
会
を
実
施
し
て
い

る
。
少
々
回
り
く
ど
い
か
も
し
れ

な
い
が
ご
理
解
願
い
た
い
。

剛
閏
圃
圃
困

合
併
す
る
前
に

l
つ
の
カ
ラ
ー

を
作

っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
。
北

総
山
は
温
泉
ホ
テ
ル
と
い
う
カ

ラ
ー
が
あ
り
知
名
度
が
あ
る
。

今
金
町
の
中
核
と
な
る
施
設

(
カ
ラ

1
)
が
必
要
。
そ
れ
が
あ
れ

ば
合
併
問
題
は
怖
く
な
い
。

仮
に
合
併
す
る
な
ら
八
雲
と
の

方
が
良
い
と
思
う
。
早
い
段
階
な

ら
(
お
金
の
あ
る
う
ち
)
条
件
闘

争
も
や
り
や
す
い
。
何
か
の
施
設

を
誘
致
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。

間
関
圃
園

初
め
の
頃
は
単
独
で
行
き
た
い

と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。
し
か

し
、
忌
近
で
は
単
独
は
ど
う
か
な

と
い
う
人
も
地
え
て
き
た
。
町
民

の
意
識
は
ま
だ
低
い
。
も
う
少
し

高
い
意
識
を
も

っ
て
こ
の
よ
う
な

懇
談
会
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。

同
国
ハ
凶目

こ
ち
ら
の
周
知
の
方
法
が
良
く

な
い
の
で
参
加
状
況
が
惑
い
の
か

も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
情
報
の
出

し
方
も
良
く
な
い
の
で
町
民
の
意

識
が
薄
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ

れ
ま
で
も
い
く
つ
か
の
団
体
で
懇

談
会
を
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
れ

か
ら
も
青
年
層
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

問
閏
圃
園
田

何
と
言
っ

て
も
お
金
が
な
い
の

な
ら
何
も
で
き
な
い
。
そ
う
で
あ

れ
ば
合
併
す
べ
き
だ
と
思
う
。
そ

し
て
、
警
察
署
な
ど
の
機
関
と
も

つ
な
が
り
も
あ
る
し
槍
山
北
部
と

合
併
す
べ
き
だ
。

合
併
し
た
場
合
、
役
場
の
位
置

は
き

っ
と
北
槍
山
だ
ろ
う
。
今
金

に
は
来
な
い
と
思
う
。

役
場
所
在
地
を
と
る
か
、
町
名

を
と
る
か
の
条
件
闘
争
も
あ
る
。

岡
岡
川
園

先
日
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
た
ホ

ク
レ
ン
の
収
機
祭
に
行
っ
て
来
た
。

客
は
今
金
の
農
産
物
に
つ
い
て
良

く
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
も

1
つ
の

カ
ラ
ー
だ
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
も

近
隣
の
町
と
は
連
携
を
取
り
な
が

ら
や

っ
て
き
た
し
、
こ
れ
か
ら
も

連
携
を
取
り
な
が
ら
や

っ
て
い
く
。

道
路
が
鐙
備
さ
れ
れ
ば
隊
か
に

い
い
の
だ
が
、
合
併
特
例
曲
目

(
1

4
5
億
円
程
度
)
を
今
金
だ
け
で

使
う
訳
に
は
い
か
な
い
。
今
金
町

と
し
て
譲
れ
な
い
も
の
が
あ
る
は

ず
、
そ
れ
は
各
町
に
も
あ
る
。

そ
れ
ら
の
取
り
合
い
を
こ
れ
か

ら
行
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
こ
れ
か
ら
も
資
料
提
供
を
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
次
は

合
併
説
明
会
の
よ
う
な
形
で
開
催

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
掲
載
し
て
い

る
意
見
に
つ
い
て
は
、
主
な
意
見

を
抜
粋

し
て
い

ま
す
の

で
ご
了

承
く
だ

さ
い
。

嗣
回
川
園

合
併
に
つ
い
て
の
細
か
な
条
件

は
今
後
、
協
議
会
の
中
で
話
し
合

わ
れ
る
。
併
せ
て
、
単
独
で
生
き

延
び
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良

い
の
か
を
町
民
に
示
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

間
閏
困
問
回

明
治
以
降

1
0
0
年
の
歴
史
を

変
え
る
こ
と
が
合
併
だ
と
思
う
。

将
来
、

日
歳
か
ら
似
歳
の
人
口
が

減
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

都
市
部
へ
の
人
口
集
中
が
心
配
さ

れ
る
。
資
料
を
見
る
と
北
槍
山、

瀬
棚
、
大
成
と
の
合
併
は
論
外
だ

と
思
う
。

今
金
町
は
同
年
後
単
独
で
や

っ

て
い
け
る
か
が
心
配
だ
。
例
え
ば
、

北
渡
島
で
合
併
し
て
八
雲
と
の
問

に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
交
通
の
便

を
良
く
す
る
だ
と
か
の
方
法
も
あ

る
。

同
岡
ハ
閤
一

ど
ち
ら
と
合
併
す
る
か
は
こ
れ

か
ら
協
議
し
判
断
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

地
制
調
か
ら
人
口
要
併
が
示
さ
れ

る
と
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
か
ら
も
情
報
提
供
を
行
い
、

町
民
に
ご
判
断
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。' • 

問
問
岡
国

楠
山
北
部
の
協
議
会
に
し
て
も
、

北
渡
島
の
検
討
会
に
し
て
も
今
金

は
端
に
位
置
す
る
。

ゆ
え
に
本
庁
舎
を
今
金
に
も

っ

て
来
る
の
は
無
理
だ
と
思
う
。
た

と
え
ば
川
年
後
合
併
す
る
と
し
て

も
お
金
が
な
い
よ
う
な
状
況
で
あ

れ
ば
何
か
と
不
利
に
な
る
の
で
、

今
、
合
併
し
た
方
が
良
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

Cむ

同
岡
ハ
凶国

財
産
処
分
に
つ
い
て
は
こ
れ
か

ら
条
件
を
出
し
て
い
く
。
過
去
に

合
併
を
経
験
し
て
い
る
北
槍
山
町

と
大
成
町
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、

合
併
し
て
庁
舎
が
な
く
な

っ
た
地

域
は
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
。
来

年
の

3
月
頃
を
目
処
に
話
を
進
め

て
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。
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汗年来で!eh年搬i働|固保僚病激院戦|町民型U車 一

総合体育館
学習センヲー ピリ力IBE器刻r!i種川温泉あったからんど;

， 12月29日伺) 通 常 通 内吊 {本 館 イ木 館 休 館 通 円吊 通 常

12月初日ω 通 四吊 通 常 通 常 休 館 休 館 通 常 通 常

午前10時
臨時営業

12月31日同 l 閉 庁 休 業 休 館 休 館 イ本 館
~午後3時

午前10時

~午後4時
廿

1月 1日同 l
午前11時

閉 庁 休 業 休 館 {木 館 イ本 館 イ木 業
~午後5時

1月2日倒 閉 庁 休 業 休 館 休 館 休 館 通 円吊 通 常

1月3日同 閉 庁
休日当番医

イ本 館 休 館 休 館 通 円吊 通 常
(正午まで)

1月4日(日) 閉 庁 イ本 業 通 内吊 イ本 自宮 休 館 通 常 通 常

1月5日伺) 開 庁 {木 業 休 館 イ木 館 休 館 通 常 通 同吊

ト1月6日ω 通 常 通 山吊 通 ，吊~ 休 館 通 円吊 通 円吊 通 常

1月7日同 通 内吊 通 常 通 常 通 内吊 通 常 通 常 イ木 業

※各施設等関係機関、次のとおりとなりますo 'll急用務のときは警備員に申し出て下さい。

の



今金高等養護学校の中山くん

全国障害者スポーツ大会で優勝!

また、関所当時から地域の子どもたちを保育して

きた伊藤京子さんは、「いろいろ苦労はありました

が、地域の子どもたちとふれあうことができて良

かった。これからも地域に貢献していきたい。jと涙

ながらに諮りました。

昭和54年に自治会立の季節保育所として、地域の

子どもたちの保育に携わってきた花石自治会立季節

保育所の閉所式がII月18日、花石生活改善センター

で行われ24年間の運嘗に幕を閉じました。

閉所式に出席した外崎町長は、「これまで運営に

あたってこられた地域の人に感謝したい。」と語りま

した。運営にあたってきた花石連合自治会の田中義

雄会長は、 「平成15年度の運営については、 5名以上

必要な定員に対し、入所児童が 3名と定員に達しな

い中、地域の要望に応じていただき、関所するととが

できた。UIJ理事者に感謝したい。また、大きな事故も

なく 24年間やってこられて良かった。」とこれまでを

振り返り ました。

4・• 

厚生労働省などが主催する第3回全国障害者スポーツ大会が静岡

県で11月8日から 10日にかけ開催され、北海道代表として出場した、

北海道今金高等養護学校(校長・千葉誠一)の中山裕貴くんは年生)、

神尾裕子さんは年生)が1I月19目、役場を訪れ外崎町長に大会の成

績を報告しました。

この大会には、全国から3，289人が参加、北海道からは87人が出場

しました。同校から、中山くんと神尾さんの 2人が陸上競技に出場。

中山くんは、「ソフトボール投」で74mを記録し見事優勝、惜しくも

大会新記録には 1m60cm及びませんでした。また、[100mJ[4 X 100 

m リレー」の 2種目でも 3位に入る活躍を見せてくれました。

神尾さんは [800111Jで4位、 「ソフトボール投Jと [4XlOOI11リ

レー」で7位と健闘しました。

ちなみに、今金健民グラウンドのソフトボール用グラウンドは両

翼が68.5m、中山くんがホームベースから外野フェンスに向かつて

ソフトボールを投げると、軽くフェンスを越えることになります。

全国大会の結果報告に訪れた神尾裕子さん
(写真左)と中山裕貴くん(写真右)

手作りの大福もちを贈る
八束小学校児童会

大福もちに満面の笑みを浮かべていました。

同校では、体験学習を通じ全校児童でもち米作り

を実施しています。昨年は、収穫したもち米をそのま

ま贈りましたが、今年は児童会で相談しあい恒例と

なっている 「もちつき集会」でおじいちゃんやおばあ

ちゃんと協力してついたもちを施設利用者に贈るこ

とにしたそうです。

今年のもち米は、日照不足や低温の影響で残念な

がら不作となってしまったそうです。

来年こそは、天候に恵まれ豊作になることを祈り

たいと思います。

八束小学校

児童会(会長

j貧困圭祐)が11
月18日、としべ

つで施設を利

用している

方々に大福も

ちをH留りまし

た。

大福もちは児童会長のj貧困圭祐くんから手渡さ

れ、受け取った施設利用者の方々も、児童会手作りの

卜の装着学ぶチャイルドシー
こぐまクラブ

' • 

会
徐
容
町
総
合
号
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祭

今
金
町
文
化
協
会
が
主
催
す
る
第
M
回
今
金
町
総
合
文
化

祭
が
、
同
月
初
日
か
ら
日
月
4
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
展
示
部
門

に
祁
団
体
5
個
人
、
芸
能
部
門
に
問
団
体
、
文
化
部
門
に
は
2

団
体
が
参
加
、
文
化
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
町
民
の
す
ば
ら
し
い

作
品
や
芸
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
展
示
部
門
の
特
別
展
示
と
し
て
、
熊
石
高
等
学
校
に

勤
務
す
る
松
原
翠
欄
氏
に
よ
る
書
道
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
松
原
氏
は
、

『
「
習
字
」
と
違
い

「
書
道
」
は
、
字
の
上
手
い
下

手
に
と
ら
わ
れ
な
い
個
性
が
重
要
視
さ
れ
る
自
由
な
自
己
表

現
の
手
段
』
と
し
、
好
き
な
歌
詞
や
詩
、
心
を
打
つ
言
葉
な
ど
が

書
か
れ
た
作
品
に
訪
れ
た
方
も
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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Cむ

になっています。車

外に放り出されて死

亡する事故はシート

ベルトさえしていれ

ば助かったのではな

いでしょうか。可愛

い我が子を守るため h

にも、チャイ jレド

シートを正しく装着

しましょう。

今金幼稚園のお母さんたちで組織する 「こぐまク

ラブJが、チャイルドシー トの必要性と正しい装着方

法を学ぶためI1月14日、チャイルドシート講習会を

UIJ民センターで開催しました。

講習会には、檎山支庁地域政策部環境生活課交通

安全指導員の上野智さんを講師に招き、チャイルド

シート装着の話や、実際にチャイルドシートを使っ

て講習が行われ、参加したお母さんたちも講師の助

けを受けながら実践していました。

日頃チャイルドシートの講習を受ける機会が少な

いため、今回の講習はお母さんたちにとっても有意

義だったようです。

テレビや新聞等、毎日多くの人が交通事故で犠牲

冬期間の路上駐車は絶対にやめて
今冬も田代橋上流河川敷地について開発から「雪

捨て場」の許可をいただいております。ごみや土砂な

どが混入した場合、速やかに回収するよう条件が付

いていますのでご協力下さい。なお、工事現場内の排

雪については、土砂やコンクリー 卜片などが混入し

ているため禁止しますのでご了承ください。

また、デ・モーレン周辺の公園敷地に車両の駐車が

見受けられますので、許可を受けていない車両の駐

車はしないでください。

除雪作業は、主に交通量の少ない早朝に行ってい

ます。しかし、路上駐車が後を絶たず、地吹雪など視

界が悪い時は大変危険です。また、車が駐車している

箇所は除雪ができないため、交通障害のもとになり

ます。路上駐車は絶対にされないよう、皆様のご理解

とご協力をお願いします。

道路中央に流雪構があるH1y道については、投雪時

間帯を通行止とすることがあります。やむを得ず通

行する時は、交通誘導員の指示に従い投雪の妨げに

ならないようご協力ください。

Cむ
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咽・民事年宣金Eの磁場日E与せ・

有効期間は発売時の
11シズン

160円 | 時間 9 : 00~21 :00 

~~^rT'> I有効期間は発売時の

1'-' ズン
750円|時間9:00~2 1 : 00 

有効期間は発売当日限り
2， 150円 | 時間 9:00~16 : 00

有効期間は発売時の
1シズン

1 ， 600円 l 時間9 日日 ~21 :00 

1回券

ナイ空券

5回券

11回券

1日券

.最近、社会保険職員等を装つ主主集団が、ご自宅巴電

話をして、ご家族の勤務先の名称、所在地、電話番号

を聞き出すなど、個人情報の収集が全国的|こ行われて

います。

.電話巴よる情報収集は、多<の場合、被保険者本人

が不在である日中の時間帯1;::家族巴対して行われてお

り、特区最近では、威嚇や習迫めいた事例も報告され

ています。

.社会保険事務所では、電話

巴よる個人情報を聞き出すこ

とはしていませんので「怪し

いJrおかしい」と感じだとき

は、そのI暑ですぐ回答しない

よう十分巴ご注意願います。

社 会 保 険 職 員 を

装っ た電話による

不審な個人情報の

収集にζ 注意くだ

さい 1

融
~ 

」

手IJ

陸上自衛隊生徒
海上自衛隊生徒
航空自衛隊生徒

中卒(見込み含む)
1 7歳未満の男子

平成 15年 11月4日(刈~
平成 16年 l月6日(刈

l次平成 16年 1月 10日同
2次平成 16年 1月 24日同

1次平成 16年 1月 19日(月)
最終平成 16年2月 17日(刈

※詳しい説明及び受験手続き(志願舎類)の請求等は、
自衛隊函館地方連絡部今金募集事務所までご連絡く
ださい。
《連絡先》

今金募集事務所(7)'0 1 3 7 8 -2 -0 2 5 8) 

約 250名

約 60名
約 50名

合格発表

有効期間は発売時の
1シズン
時間9:00~16:00

有効期間は発売時の
1シズン
時間 16 : 00~21 :00 

有効期間は発売時の
1シーズン
時間9:00~21 : 00 

八雲町
~静かな山峡の渇宿~
町営温泉おIぎζ経

;思い冬も体の:E、から暖まる温泉は段高で
すね。心と体をいやし リフレッシュLて
みませんか。
.日帰り入浴料/大人300円回大人(中学
生)・310円・中人150円・小人(6歳未満)無料
.宿泊料/大人5.950円 大人(中学生)
5.800円中人5.380円小人'1.850円
〉く"月 1日-4月初日のlI¥jは、 B1l途暖房料
として310円が加算されます。
.問い合わせ先/八重町商工観光労政限

君。1376-2-2111内線3'12
.予約/町世温泉おぼこ荘
nOI370-3-3123 

↑雪
健康保険、年金の関係
で息子さんに確認し
たい。携帯番号をお
しえてほしい。

~ 
話題のフラクオリゴ糖・ビタミ

ンA .ビタミンc.カリウムな

どを笠富に含んでいて、しかも食

物繊維たっぷりの低カロリー。整
腸 ・便在、改善・椅尿病の方の健

康をバックアップします。

・規格/4kg詰め S， M， L 
・価格/M(道内)2.400円(運賃込
み)

.問い合わせ先/新函館農協若松
支庖 7>'01378-5-1331 

北槽山町
~健康野菜『ヤーコン』

卑い日にはやっぱり温hli;l1 帯 1

のんびりお搬につかつて日販の疲れを{惜しま
しょう l

「やすらぎ館」はら1アルカリ性ilif，泉で冷え
性、神経捕火傷などに効き目があり 男女
日'1のー般浴槽のほかに露天風呂、サウナ、水
凪呂、パイプラI品と鮫備も充実しています。
また、温泉には美肌効果がある成分も含まれ
ているそうです
.場所/瀬棚町字本町(旧国鉄瀬棚駅跡地)
.宮草時間/午前10時から午佐9時まで
※毎月第1・3月曜日定休

・入浴料/大人3同円、中人120円、小人00円
.問い合わせ先/やすらぎ館

瀬棚町
塾肌効焼も ・

公営温泉浴場『やすらぎ舘J

~ 

1・

• 

• 

〔『せたな号』年末年始の運行】l

3耳賓キ朋IHT予告
(瀬棚町役場)

E翠!im(瀬棚町役場)

斡 1150

EIim函(温泉州)
匝話官、 15:00

91霊週(町民tンター)
験 15410

lJIi環ヨ(札幌駅ヲーミナル)

験 20:00予定

12月27日から31日

1月2日から 4日まで

※ l月 l日は運休

画
輸

審

血
験
阻
酪

キし申晃多差
(，ンチュリロイヤル4テル1階)

-運行日

7ω 円115.12. 1 
【予約、問い合わせ先]

.札幌北都観光 fi0l1-24ト0241

.運行パス会社銀嶺ハス(附

NO.68 せたな号乗り場a・
センhりーロイヤルホテル

業
|電気機械器具製

別 晴報通信機械器国釦

最直空E竺~1'
川甘 舶 製 造・修理

低団体 フロ シク製造

賃 |鋼船製造修理
|船体プ ロ ッ ヲ 製 造

金 |舟艇製造・修理
過 コ山日

715円114.12. 1 

5，684円
112.12.1 

711円

大成 町
園民宿舎『あわび山荘』

熊 石 町
銭看~~深層水の分水開始

長万部町
.....~の花火~

どE んと花火だ103努!
「「一寸

西
5
条
通
り

北5条通リ

ー「
|にに言芯)制一賃飴金口…い川巾て切の飢一いに山一こ辻と

労働局~曾iiIl引iIト一l'tIJω9-2311リ)又は、函館労働基準監
督署(曾0138-23-1276 へ問い合わせください。

貝取淵渓谷の雄大な自然に抱かれてい
る「あわび山荘J.

心と身体を癒す温泉と地元の旬の紫材
をいかした郷土料理でゆったりとリラッ
クスできるひとときをお約束しますa

.場所/大成町宇貝取澗

.宿泊料(1泊2食付税込)/大人7.100円
小学生6，060円ー幼児(寝具のご利用のみ)
l. 1¥60円
※あわび鍋などの特別料理もあります0

.問い合わせ先/国民宿舎あわび山荘
nOI398-4-5522 

CiQ) 

12月l日より海洋深陪水の分水が熊石
漁港内の熊石海洋深層水総合交流施設で
開始されました。小さな容器への分水を
行う小口分水と大型タンクに分水を行う
大口分水の2種類の分水施設があります。
さまざまな効果が期待されていますの
でぜひお試しください。
.町外利用者/小口分水一般用(20e)・
100円、 業務用(lrrlト即日円
大口分水 般用(1rrI)・6同門業務用

(l rrI)・000円
.問い合わせ先/熊石海洋深層水総合交
流施設 nOI398-2-2300 

2004年冬に華咲く長万部と題して、
元旦に108発の花火を打ち上げます。
夏とはひと味違う、冬の花火をご覧
ください。
.日時/1月1日(水)午前0時
.会場/飯生神社広場
※振舞酒のサービス、 年越しそばの
屋台もあります
※長万部温泉街での日帰り温泉は、
午前2時まで営業予定
.問い合わせ先/実行委員会

'5'01377-2-4545 

高校や大学、短大、専門学校などへ進学するための諸費
用や、在学中の授業料 ・下宿代、パソコン購入費など、
お子弟の教育に必要な資金を融資する公的制度として、
「国の教育ローン」がお役に立ちます。

ご融資の慨要
資額|学生 ・生徒お 1人につき200万円以内

率|年1. 65% (固定金利)
|[平成15年11月10日現在]

ご返済期間110年以内

措置期間|在学期間以内で元金の据置ができます

保 証|側激育資金融資保証基金または保証人

ご返済方法|毎月元利均等返済ほか

※問い合わせ先
国民生活金融公庫函館支庖
7>'0138-23-8291 

何かと飲む機会が多くなります。

@ 

飲むな"乗るなら

これから忘年会シーズンを迎え、

]ム
“少しくらいなら飲んで

もいいだろう"そんな気

持ちが、あなたや家族、

そして被害者の一生を

台無しにするかも知れ

ません。
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ハロ
1
ワ
l
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。な

お
、
北
檎
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
日
時

V
ロ
月
げ
白
川川

午
前
9
時

1
午
後
5
時

V
U
月

M
日
附

午
後
l
時

1
午
後
5
時

V
ロ
月
お
日
間

午
前
9
時

1
午
後

5
時

V
1
月
7
日
附

午
前
9
時

1
午
後

5
時

独
立
・起
業
を

支

援

し

ま

す

地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別
奨
励
金

地
域
に
貢
献
す
る
事
業
を
行
う

法
人
を
設
立
し
、
設
立
か
ら
1
年

以
内
に
侃
歳
未
満
の
非
自
発
的
離

職
者
を
3
人
以
上
常
用
労
働
者
と

し
て
雇
用
し
た
場
合
に
、
創
業
に

要
し
た
経
費
及
び
一一度
入
れ
に
つ
い

て
支
援
し
ま
す
。

受
給
資
格
者
創
業
支
援
助
成
金

雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者
が
創

業
し
、
創
業
後

1
年
以
内
に
雇
用

保
険
の
適
用
事
業
主
に
な

っ
た
場

合
に
、
創
業
に
要
し
た
費
用
の

一

部
を
助
成
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ハ
ロ

l
ワ
ー

ク
函

館

事

業

所

部

門

(
包
0
1

3
8
1
2
6
1
0
7
3
5

内
線

4
4
8
)
に
お
願
い
し
ま
す
。

「
北
海
道
八
雲
保
健
所

運
営
協
議
会
」
委
員
募
集

北
海
道
八
雲
保
健
所
で
は
、
地

域
保
健
法
第
け
条
に
基
づ
き

「保

健
所
運
営
協
議
会
」
を
設
け
、
保
健

所
管
内
の
地
域
保
健
及
び
保
健
所

。
連
絡
先

【北
拾
山
職
業
相
談
室
]

E
0
1
3
7
8
4
5
7
2
4
 

〔ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館
]

旬。
1
3
8
2
6
0
7
3
5

[ハ
ロ

l
ワ
l
ク
八
雲
]

同

U
0
1
3
7
6
1
2
1
2
5
0
9

法
律
的
な
問
題
、
紛
争
の

解
決
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

裁
判
所
で
は
、
法
律
的
な
問
題

を
抱
え
、
紛
争
の
解
決
に
悩
ん
で

い
る
方
々
に
対
し
、
紛
争
解
決
の

手
続
等
に
関
す
る
「
受
付
相
談
」
を

各
裁
判
所
の
窓
口
で
常
時
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
1
回
次
の
と

お
り
瀬
棚
町
で
受
付
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

民
事
関
係
の
紛
争
、
家
事
関
係

の
紛
争
等
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
を
受
け
た
い
方
は
、
毎
月

第
1
金
曜
日
ま
で
に
函
館
の
裁
判

所
に
電
話
で
相
談
の
予
約
申
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

。
相
談
日

V
ロ
月

ω日
側
、

1
月

日
日
同
マ
午
後
1
時

ω分
か
ら
午

後
4
時
加
分
ま
で

。
相
談
場
所
V
瀬
棚
町
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
館
」

， 

• • 

の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
審
議
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
協
議
会
委
員

の
一
部
を
管
内
か
ら
募
集
し
ま

す
。

-
応
募
資
格

V
管
内
に
居
住
す

る
、
満
州
叫
歳
以
上
満

ω歳
以
下
の

方
(
平
成
同
年
1
月
7
日
現
在
)
た

だ
し
、
次
の
方
は
応
募
で
き
ま
せ

υ
。

r
f
 

-
国
文
は
地
方
公
共
団
体
の
議

員
及
び
職
員

(
元
道
職
員
の
方

も
含
む
)
の
方

-
募
集
人
員

V
3
名
以
内

圃
委
員
の
任
期
V
平
成
同
年
1
月

7
日
か
ら
平
成
は
年
l
月
6
日
ま

で-
応
募
方
法
V
北
海
道
八
雲
保
健

所
で
定
め
た
応
募
用
紙
に
各
項
目

を
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ

し

応
募
用
紙
は
北
海
道
八
雲
保
健

所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

-
応
募
期
間
V
は
月
1
日
間
か
ら

は
月
日
日
開
ま
で
と
し
ま
す
。

-
応
募
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
八
雲
保
健
所
企
画
総
務
課

企
画
調
整
係

一T
0
4
9
3
1
1
2

山
越
郡
八
雲
町
末
広
町
1
2
0
番

山
田8

0
1
3
7
6
3
2
1
6
8
 

8
0
1
3
7
8
1
7
1
2
6
7
2
 

0
予
約
方
法
V
函
館
の
裁
判
所
に

電
話

(8
0
1
3
8
1

4
2
1
2

1
5

1
、
内
線

3

3
1
)で
、
相
談

日
の
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に

「
受
付
相
談
の
予
約
」
で
あ
る
旨
告

げ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
土
、
目
、
祝
日
を
除
く
午
前

8
時

初
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

。
相
談
担
当
者

V
函
館
地
方
、
家

庭
、
簡
易
裁
判
所
裁
判
所
書
記

官
同

登
記
相
談
所
の
開
設

登
記
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
さ
れ
た
内
容
は
、
決
し
て

ほ
か
に
も
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
費
用
は
無
料
で
す
。

。
相
談
内
容

V
不
動
産
(
土
地
・
建
物
)
の
売

買
・
贈
与
・相
続

V
抵
当
権
の
設
定
・抹
消

V
会
社
・
法
人
の
登
記
な
ど
、
登

記
に
関
す
る
相
談

。
開
設
日
時
及
び
場
所

V
ロ
月
日刊
日
同
マ
午
後
1
時
か

ら
4
時
ま
で

V
相
談
担
当
者
マ
司
法
書
士

太
刀
川
徳
美

。
場
所
V
役
場
1
階
町
民
相
談
室

今
金
町
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
募
集

平
成
同
年

4
月
採
用
す
る

職
員
を
募

集
し
ま
す

1

募
集
職
種

V
介
護
福
祉
士
(
文

は
ホ

I
ム
へ
ル
パ

l
)

2

職
務
内
容

V
通
所
介
護
業
務

及
び
在
宅
高
齢
者
の
介
護
、
生
活

支
援

3

必
要
な
資
格

V
ホ

I
ム
へ
ル

パ
l
2
級
1
介
護
福
祉
士
、
普
通

自
動
車
免
許

4

年
齢
要
件

V
①
平
成
同
年
3

月
福
祉
専
門
学
校
卒
業
予
定
者
、

前
年
度
卒
業
者
も
可

②
ホ

l
ム
ヘ
ル
パ

l
2
級

1
の
有

資
格
者
は
判
歳
ま
で

5
.
募
集
人
員
V
1
名

6
.応
募
期
間

V
平
成
日
年
ロ
月

日
日
ま
で
に
必
要
書
類
を
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局
へ
提
出
(
郵
送

の
場
合
は
口
月
日
日
消
印
可
)

7
.
応
募
書
類
V
履
歴
書
(
家
族
明

記
)
、
資
格
証
明
書

(
4
①
は
学
校

の
成
績
証
明
)

8
選
考
方
法
V
筆
記
試
験
、
面
接

マ
予
定
日
目
平
成
同
年
ロ
月
幻
日

口同9
.問
い
合
わ
せ
先

V
今
金
町
総

合
福
祉
施
設

「と
し
べ
つ
」
内

• • 
今
金
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

(8
2
1
2
7
8
0
)
 

@ 

一

道
で
は
、は

月
を
道
税
の
納
税

一
推
進
強
調
月
間
と
し
て
、
滞
納
整

一
理
を
実
施
し
ま
す
。

一

ま
だ
、
納
税
さ
れ
て
い
な
い
方

一
は
、
至
急
納
め
ら
れ
ま
す
よ
う
お

一
瀬
い
し
ま
す
。

一

道
税
は
、
道
が
い
ろ
い
ろ
な
仕

事
を
行
う
た
め
の
貴
重
な
財
源
で

一
す
。
納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一

ま
た
、
全
道
一
斉
休
日
窓
口
を

一
口
月
凶
日
同
午
前

9
時
か
ら
午
後

一
5
時
ま
で
、
全
道
一
斉
夜
間
窓
口

一
を
口
月
間
日
附
に
午
後
9
時
ま
で

一
支
庁
税
務
課
で
開
設
し
ま
す
。

一

納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

一
槍
山
支
庁
総
務
部
税
務
課
納
税
係

一
ま
で

一

宮

0
1
3
9
5
2
1
1
0
1
0

一

内

線

2
3
6
1

※
詳
細
は
、
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
八
雲

の

【求
人
票
〕、

専
門
学
校
及
、
ひ
札

幌
学
生
職
業
セ
ン
タ
ー
へ

【求
人
〕

情
報
提
供
を
し
て
お
り
ま
す
。

ロ
月
は

納
税
推
進
月
間
で
す

不審な消火器の訪問販売、
点検などにご注意!
最近、道南方面で一般家庭や事業所の消火総を『見せて」と言

い、 これを点検料と称して高額な料金を請求したり、『この消火

器使えない」などさまざまな理由を言い、不当な値段で販売す

る悪質訪問団が出回っておりますのでご注意ください。

年々、手口が巧妙となっているので、不審な者が来訪した場

合は簡単に取り合わないよう気を付けてください。

[消火器についてのご質問などは]

今金消防署 予防第 1係尽2-0519 

平成15年工業統計調査を12月31日現在で行います。

調査の実施に当たっては、本年12月から来年 1月にかけて調

査員がお伺いします。

なお、調査票に記入していただいた内容については、統計法に

基づき秘密が厳守されますので、正確な御記入をお願いします。

((経済産業省))((北 海道))((今金町》

社会福被協議会だより 1115・11・10
※光の皇学閥、12寿園、社会福祉協議会への多額のこ'寄付、ご厚意ありがとうござ

いました。(敬材、略)

-u・~~;;:.;;~ヨ(:Jjj;・

役場税務課では、納税相談に応じてい

ます。期限までに納められないときなど

は、お気軽にこ相談ください。

《役場税務課'B'2 -0111)) 

じ

ゃ

く

じ

ふ

さ

う

よ

わ

い

ゅ

う

し

ぐ

れ

『

一
「寂
」
の
宇
の
村
ゐ
」
鈴
や
タ
崎
高

一

ひ

と

り

ひ

と

り

し

ぐ

れ
が
さ

一
人
に
は
一
人
の
リ
ズ
ム
崎
高
余

い

き

せ

も

の

か

か

え

こ

し

ぐ

れ

'
白
島
主
ω
3
7
物
花
へ
と
ど
持
病
か

す

'

み

う

ち

ぬ

く

く

あ

き

ふ

か

z

，
身
の
経

K
温

め

る

の

め

り

秋

深

ど

子

，

か

ぜ

か

だ

い

こ

ん

』
凪
よ
{
γ
舛
け
久
松
の

t
な

や

か

に

い

し
よ
う
ね
ん
ぎ
ん
せ
い
た
か
ぷ
ん
か
さ
い

，
グ
ネ
の
今
戸
お
さ
え

化

祭

会

，

f

か

ざ

は

な

み

じ

た

く

そ

ろ

う

か

さ

じ

ぞ

う

U

風

花

や

身

え

え

納

斗

笠

池

広

手

'

'
w‘
俳
句
に
は
本
来
ふ
り
仮
名
は
不
婆
で
す
が
ぷ
障
も
が
よ
み
や
す
く
ω

と
の
主
旨
に
よ
り
あ
え
て
付
記
し
て
い
ま
す
.

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
そ
の
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
延
滞
税

-

※

納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は
、
お

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

-
早
め
に
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
た
め
に
、
税
務
署
か
ら
督
促
状
が
送
付
さ
れ
た
場
合
、
財
産
の
差

-

八
雲
税
務
署
総
務
課
管
理
徴
収
担
当

し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

-

包

0
1
3
7
6

3

2

1
4
8

-m;:;{fヨ司目iÞ:l;f~~量H~圃

の納期となっています。

12 

月

は

6 
製造事業所の皆様ヘ
統計調査に御協力下さい

母と主教師のw:い|今金保管所

究 |八千よ 光の摘|小野品弘吉
大企行雄|上i'A 安夫
今金ヘルハ友の会|蓋 田 正 伸

「すずらん JI織 内浅 夫
控辺瑞飽|蓋国家子共同
手 車 道 1極川老人クラブ

長 谷川l キ ヨシ

《千葉県)) 1((島牧村P
吉本和則|内 藤

《札幌市)) I ((今金町》
松本孝男|山 下房子
《千歳市))女みこし紅時会
堤 佳計|今金剛芸同肝会
《面舘市)) かざぐるまの会
函館肢体隊害者福駈協会|掛り雷好会一同

Jヘ7 

N 

hw
井
手

.. 
づす

賀

め
さ
え

阪

.fi. 

，今

え

ヰ品

オサ

;i 

1~ 

;f. 

め

i宇

i事

fI.. 

ー土

事?

@ 



第 20号

包会問
2 金い
|町合
3 教わ
4 育せ
B 委
8 員

.c与
Z玄

平成15年度今金町教育委員会教育功労表彰式
今
金
町
教
育
委
員
会
で
は
、
学

校
教
育
、
社
会
教
育
並
び
に
文
化
、

体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
寄
与

し
広
く
町
民
の
模
範
と
な
る
功

績
が
あ
っ
た
個
人
並
び
に
団
体

に
対
し
て
表
彰
を
行

っ
て
い
ま

す。
今
年
度
の
表
彰
式
が
川
月間品

目
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
行
わ
れ
、
柴
谷
澄
子
教
育
委
員

長
か
ら
士
口
回
誠
さ
ん
に
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

-
吉
田

誠
さ
ん

(
引
歳
)

昭
和
引
年
か
ら
平
成

M
年
ま

で
の
げ
年
問
、
幼
稚
園
児
の
イ
モ

ほ
り
体
験
の
た
め
に
自
営
農
業

の
畑
を
無
償
で
提
供
し
、
本
町
の

特
産
品
で
あ
る
今
金
男
爵
を
毎

年
惜
し
み
な
く
提
供
す
る
等
、
永

年
に
わ
た
り
幼
児
教
育
の
環
境

向
上
に
努
め
教
育
行
政
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ム
H

教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
も
教

育
行
政
の
陰
に
あ
っ
て
献
身
的

な
活
動
を
さ
れ
た
方
々
の
表
彰

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

í~ ，いまち今金計画」総合学習

平成15年度小・中学生絵画書道展表彰式
， 

平
成
日
年
度
小
・
中
学
生
絵
図
書
道

展
の
表
彰
式
が
け
月
2
日
、
総
合
体

育
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、
町
長
賞
、
議

会
議
長
賞
、
教
育
委
員
長
賞
、
教
育
長

賞
を
受
賞
し
た
同
人
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

-
総
画
の
部

(
出
展
数
小
学
生

1
2
4
点

・
中
学

生
M
点
)

。
町
長
賞

・
旋
回
歩
武
(
美
利
河
小
学
校
3
年
)

・
島
田
大
樹
(
今
金
中
学
校
2
年
)

。
議
会
議
長
賞

・
買
手
健
太
(
今
金
小
学
校
2
年
)

・
大
倉
優
枝
(
今
金
中
学
校
3
年
)

。
教
育
委
員
長
賞

・
村
上
迫
典
(
神
丘
小
学
校
6
年
)

・
西
野
円
佳
(
今
金
中
学
校
2
年
)

。
教
育
長
賞

・
松
吉
香
津
稀
(
今
金
小
学
校
l
年
)

・
森
田
未
那
(
今
金
中
学
校
2
年
)

。
佳
作

・
小
学
生
凶
人
、
中
学
生
3
人

-
書
道
の
部

(
出
展
数
小
学
生

1
1
9
点
・
中
学

生
お
点
)

。
町
長
賞

・
買
手
優
希
(
今
金
小
学
校
5
年
)

• • 
-
織
田
華
菜
子
(
今
金
中
学
校
1
年
)

。
議
会
議
長
賞

・
立
野
杏
奈
(
今
金
小
学
校
6
年
)

・
水
上
美
咲
(
今
金
中
学
校
1
年
)

。
教
育
委
員
長
賞

・
尾
崎
友
香
(
今
金
小
学
校
5
年
)

・
松
村
美
佳
子
(
今
金
中
学
校
l
年
)

。
教
育
長
賞

・
荒
川
友
惟
(
今
金
小
学
校
6
年
)

・
植
村
太
一
(
今
金
中
学
校
1
年
)

。
佳
作

・
小
学
生
ロ
人
、
中
学
生

5
人

/ ¥ 

わぬ発見でした。旧石器時代の人たちの『文イヒ』がコ

トパの上のアヤではなく、正真正銘の文化だったんだ

な、と痛感した次第です。すてきな体験をありがとう

ございます。J(山]外男性)

orはじめての石器づくりは楽しく、そして難しかった

です。また、色々と突っ込んだ説明をして下さり、見

聞が広がりました。J(!IIJ外女性)

このほか、案内標示が少なく場所がわかりづらい、と

いったご意見があります。より親しみやすい遺跡案内施

設とすべく改善してまいります。

.12月の石器づくりセミナ のご案内

内容 ヤリ誌能指誌をつくる
とき 12月20日(土)午後 1 時~3時
ところ ピリ力旧石器文化館体験学習室
費用 200円
申込み ピリカ旧石器文化館(宮3-2477)

@ 

8
信

ピリカ旧石器文化館は6月にオープンして以来半年が

たち、多くの来館者 00月末時点で約2，500人)を迎え

ました。これまでに館内の展示についてのご感想や体験

学習講座を受けてのお礼のお手紙を数多くいただいてお

ります。ここにその一部をご紹介します。

* orピリカ遺跡が発掘調査された当時、石器が全部札幌

に持って行かれ、その後どうなったのか気になってい

ましたが、ここでこのように立派に展示されているの

をみて大変うれしく思いました。J(町内女性)

or発掘調査の場所がそのままの形で展示されていて

ひずっくりしました。石器がこれほどたくさん出てくる

ものとは知りませんでした。J(町外女性)

or石器っくりの体験で、ピリカ旧石器人が遠い過去の

人々ではなく、くaっと身近な存在に感じられたのは思

締 ビ

1T) • 

ー~

人間と犬の関係は、相互の誤解か

ら成り立っています。犬は集団生活

をする習性があるので、生後間もな

い子犬から育てれば、犬はそのコ

ミュニティーの中であなたを主人で

あると考え、なついて従うのです。

主人がどんなにばかげたことをして

も、犬は主人を素晴らしいと思って

います。

一方で、子犬は私たちの親心をく

すぐるので、私たちは子どものよう

に犬を扱います。札幌に住む人を見

てみると、犬に服を着せたり帽子を

かぶせたり、腕に抱いて犬の美容室

に連れて行きます。私たちは自分の

子どもと接しているのと同じように、

犬の良いところを見せつけては喜び、

誇らしく思います。かつて私はビー

チで飼い犬が50語ほど理解できると

自慢する女性に会ったことがありま

した。私たちは自分の犬がとても賢

いと思っています。

一一一一 千.'. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
|子育てホットラインは、包-~です。(不在の時や夜間は留守番電話になります)

町
を

しでと層制ン作たしい業が『をだやが達へ内が政麻附 環てち今とにの 見
てし感やし諭キ業。てて中遊かっゴ大はほ役子畑違ぺと活性がぺ生先 η 
生た激るではので今の嬉にん iーベたミ変『取を場ささ省はンし動金中掲ン徒月 -j 
徒。し気お『提は回感し声でどて』。がだ高り得のんん吾 3キてし計学載キ 6号 .7 
達までにり建供、役の想かをく与くな多つい掛た建の 君年計てFh塗名に め
はたいなま叫か場高もつ掛れ れーくた所か後設 6小 ・Aりわい のれりが今 伐ノ

出 F予知512kiz知的諮問主持問主主
なの情様生の相課園てとくか園た労つラキし境塁生さ悠百ての旦マがたて公学 二乙
場学が子使好任か環く作れつで。しのスをた整な徒ん君雄くでナを「。く図校 ~ 
面習印で達意のら境れ業るだ小更たがの塗。阿達・・大れす習設いこれの 3 12 
でを象すもに山の整まを人弓学にこ大破る生作し自平阿君た。の定いれた遊年 ど
町通的』。ー感本ぺ備し通が作生はと変片の徒業、ら井両.生 ー しまはこ具生 」ー

:;;;;;;;;;;-咽-ーー『も金あしにま せ切能達したる直徒 またがか民 て』
の UIJれいいつ将んに性は」ちそし逮総しとかもの ふー
でをばもった来 しを理又のう は合た思けし皆 J~ 

守22号53Z2fzzRggは212
にく願もて附了 げてるわこ。ネての すのせに り
活の v~ ~叫ないと以町こ芸今時』叫お の
躍子で着 Jに ける共るくの会金問 といん、世 νノ
し供きを宝転 れ子による亭を町を 話 経 全 話 与目
てたる持高出 ば供大うみつ行を使 し験てに ノflJil，
ほちこっ雲し な達きにでなっ見っ てにのな 12!? 
しがとて Zて りをな大協子てって くなこっ 沼田
い今でほ子し ま大可人力供いめ生 れ っ と た fI、

.;民滋d~ij;t長J-ぶ- ; --t;:c-22J221:ぶ山、GIJumーョーすー|(:;z:if;はよ:と;::
国n.，ll9l I活をし、 2万年以上も前から人間と

同じ物を食べてきました。犬は私た

ち人間の声や表情、ボディランゲー

ジに従う唯一の動物です。ゴリラや

チンパンジーで容器に食べ物を入れ

てテストをしてみると、あなたが容

器に食べ物を入れていたのを教えて

も彼らはなんのことだか理解できま

せん。

私は愛犬のフィンが大好きです。

ブリタニー・スパニョールという犬

種で、ブリタニーとはフランス北部

地方のことです。猟犬で、フランス

やアメリカでは特にバードハンテイ

ング犬として飼われています。彼ら

は他のスパニョールを嫌い、地面を

かけずり回り獲物を狙います。

フィンを今金へ連れてくるのにた

くさんのお金がかかりました。しか

し、私にとっては価値があります。

だってフィンは世界で 1番かわいく

て賢いですもの l

-種川小 ・神丘
小金原小美利河小
終業式

今小・八束小・花石
小・今幼終業式

@ 
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ロイヤル病院(北槍山) ~ 4 - 50 11
岩間医院(今金)号 2-0057 
北倫Ilr町国保病院(北恰山)~4 -5321 
瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚)官7-2470 
今金町国保病院(今金)~ 2 -0221 
楢崎医院(瀬棚)尽 7-:1021

盛EJEIIl盟重量亙圃
( ，月分については予定です)

1月 1日道南ロイヤル病院(北柏山)包 4-5011 
2日北村守山町国保病院(北柏山)~ 4 -5:121 
3日今金町国保病院(今金)~ 2 - 0221 

臨圃・:""田ヨ=匝割:1::1<，.<1

4日楢崎医院(瀬棚)~7 -3021 
11日北愉山町国保病院(北恰山)~4 -5321 
12 日今金町国保病院(今金) ~ 2 - 0221

18日道南ロイヤル病院(北恰山)~4 - 5011 

※当番医が急きょ変更となる場合があリますので、

ご了承ください。 品。
午前'0時から正午まで

午後 1時から 3時まで

運転免許証

更新時講習のご案内

り

の ぎ二〉言動民く二ヨ主

哲)曙町

真二)末広町

明弘)昭和町

普也)寒 昇

正寿)寒 昇

裕一)寒 昇

正吉)鈴岡第一

紀英)寒 昇

歩美さん(長万部町)

典子さん(jt櫓山町)

も お72hじめおめでとう
なおと

村上 管jtちゃん 10月15日(保護者

吉 田 車摩ちゃん 10月17日(保設者

吉田 駿みちゃん 10月21日(保護者

山田 隼平ちゃん 10月22日(保務者
かすぎ

但野 立原ちゃん 10月25日 (保護者

高佐 布署ちゃん 10月29日(保護者

油家 嘉杏ちゃん 10月30日 (保護者

辻 歩夢ち九 11月17日(保護者

齢 いつまでもお幸せlこ
11/1 湯元 宏さん(鈴岡第二)・丸谷

11/7 中塚 栄さん(光台)・平賀

轡 おくやみ宅 5 しあげます

清水菊枝さん 10月27日 84歳(下豊田)

小 池 は ぎさん 10月初日 92歳(末広 町)
八重樫 明さん I1月 3日 63歳(大和町)
篠木政次郎さん II月 5日 52歳(花石上)
下回屋ハルエさん 11月9目 的歳(末広町)
遠藤きょ子さん II月1I日 84歳(大和町)
鎌 田 志 くさん 11月15日 90歳(緑 町)

11月19日受付分まで

盟E左亙査
前月対比

(ム 3)
( 1) 
(ム 4)
(ム 4)世

帯

人
人
人
世

Q
d
o
o
-
-
n
u
 

q
u
只
u
R
U
つ
iu

o
o
q
/』

p
h
J
V

ウ

t

戸

b
q
u
つ
d
勺〆』

人口
男
女

世帝数

-優良講習(30分講習)

今金町民センター

12月18日(午後 1時)

. jt檎山町農村環境改善センター

1月B日(午後 1時)

・一般講習(1時間講習)

-北槍山町農村環境改善センタ-

1月8日(午後 2時)

・違反・初回講習(2時間講習)

・北櫓i山町農村環境改善センター

12月11日、 1月16日(午後 1時)

論滞
納ヰ}

持
論
脳
非
同
附
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謬
諜
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市
冊
問
中
庁
内
U
N
4
制

今金町の交通事故発生状況

10月末計
1 4イ牛
2名 d世話旦

24名

10月発生
発生件数 2件

死者数 1名
傷者数 1名

4日

交通事故に

あって

品明白ム由

lS
S
持
崩
凶
競
謹
製
砂
川
町
ヨ
村
井
砂
ム
由

l-

時
三
当
∞
同
I
D
-
-
-

妥
D
-

可申
m
N
A田
町

困った時、 -副

困った人の E脇陣幽

ご相談に・
札幌自動車保険請求相談センター
(初日本煩害保険協会北海道支部 hltp: 11m. sonpo. Or. j p 

※ss運動(スピードダウン・シートベルト着用)
で交通事故を未然に防ごう l

交通事故死ゼ口日数

|胃 11- -1881 (直通)|目
相詰日月曜日~金曜日(9:0ト 12:00.13:00~17: 001 (祝日を除く)

弁理士担!詰日 桂月第2.;\木曜日 (]3 :00~16 :001 (予約制・相談無料)

※専門の相説員がご相誌に応じます。※損害保険 般のご柑誌も受付。

@ 胸 囲 環境に優しい再生紙と大豆

インクを使用しています。

ホームページアドレス http://www.hakodate.or.jp/imakane/

Eメールアドレス imakane@hakodate.or.jp


